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補
正
予
算
・
町
道
認
定
廃
止

意
見
書
・
決
議

　
普
天
間
基
地
所
属
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
か
ら
窓
が
、
普
天
間
第
二
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
落
下
し
、
児
童

１
人
が
け
が
を
す
る
と
い
う
事
故
が

発
生
し
た
。
本
町
議
会
は
こ
の
事
故

に
対
し
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

左
記
事
項
が
速
や
か
に
実
現
さ
れ
る

よ
う
強
く
抗
議
す
る
。

１
．
被
害
を
受
け
た
児
童
や
保
護
者
、

学
校
関
係
者
に
謝
罪
を
す
る
こ
と
。

２
．
事
故
原
因
を
徹
底
究
明
し
、
速

や
か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
公

表
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
飛
行
を
停

止
す
る
こ
と
。

３
．
実
効
性
の
あ
る
再
発
防
止
策
を

講
じ
、
実
施
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。

４
．
普
天
間
基
地
の
１
日
も
早
い
閉

鎖
返
還
と
５
年
以
内
の
運
用
停
止

を
実
現
す
る
こ
と
。

５
．
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
改

定
す
る
こ
と
。

提
出
者
　
大
城
毅

あ
て
先
　
内
閣
総
理
大
臣
　
他

海
兵
隊
所
属
Ｃ
Ｈ
53
Ｅ
大

型
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら

の
部
品
落
下
に
対
す
る
意

見
書
・
決
議

１
．
生
活
援
助
を
は
じ
め
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
や
利
用
者
負
担

の
引
き
上
げ
を
実
施
し
な
い
こ
と
。

２
．
新
総
合
事
業
（
市
町
村
事
業
）

の
予
算
上
限
を
撤
廃
し
、
介
護
の

質
を
守
り
、
必
要
な
介
護
を
ど
の

市
町
村
で
も
提
供
で
き
る
よ
う
制

度
を
見
直
す
こ
と
。

３
．
介
護
従
事
者
の
処
遇
を
改
善
し
、

事
業
所
の
経
営
収
支
の
悪
化
を
食

い
止
め
る
こ
と
。

４
．
以
上
を
実
現
す
る
た
め
に
政
府

の
責
任
で
、
介
護
報
酬
な
ど
で
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

提
出
者
　
赤
嶺
奈
津
江

あ
て
先
　
内
閣
総
理
大
臣
　
他

介
護
の
現
場
と
県
民
の
生
活

を
守
る
た
め
に
介
護
保
険
制

度
の
改
善
、
介
護
従
事
者
の

処
遇
改
善
を
す
す
め
国
の
責

任
で
介
護
報
酬
な
ど
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

会
計
検
査
院
は
国
の
補
助
に
よ
り
市
町
村
の

行
っ
た
事
業
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か

検
査
す
る
機
関
で
す
。

( 単位：円）

①事業費総額 ②認められない事業費
（国庫補助対象事業費）

③返還額
（②×60％（補助率））

1，727万 927万 556万

　
就
学
援
助
制
度
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
小
・
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
子
ど
も
の

保
護
者
に
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
を
援
助
す
る

制
度
で
す
。

　
今
回
、
規
則
・
取
扱
要
綱
の
改
正
に
よ
り
、
小
・

中
学
校
一
年
生
に
入
学
準
備
金
と
し
て
入
学
前
に

支
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
給
付
時
期
が
１

月
か
ら
３
月
の
間
に
な
り
ま
す
。
４
月
の
入
学
前

の
準
備
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
の
幅
が

広
が
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
就
学
支
援
制
度
は
申
請
が
必
要
で
す
。

�

（
関
連
記
事
Ｐ
８
）

　
喜
屋
武
３
８
７
番
地
を
起
点
と
す
る
町
道
５
号

線
に
つ
い
て
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
、
町
道
の
再

編
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
指
摘
を
受
け
た
の
は
平
成
26
、
27
年
両
年

度
に
県
道
１
２
８
号
線
に
埋
設
す
る
下
水
道
施
設

整
備
に
伴
い
支
障
と
な
る
通
信
線
等
の
移
設
に
要

す
る
費
用（
補
償
）を
電
気
通
信
事
業
所
に
支
払
っ

た
事
業
で
す
。

��

会
計
検
査
院
は
補
償

費
の
算
定
方
法
が
不
適

切
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、

過
大
交
付
さ
れ
て
い
る

補
助
金
の
返
還
を
求
め

ま
し
た
。

　
議
会
で
は
審
議
の
結

果
、
留
意
事
項
を
つ
け

て
可
決
し
ま
し
た
。

【
留
意
事
項
】
事
業
執

行
の
際
は
関
係
機
関
と

連
絡
・
調
整
を
行
い
慎

重
に
進
め
る
こ
と
。

入
学
準
備
金
、
入
学
前
に
支
給

４
１
３
万
円

該 当 要 件
•生活保護を受けている方
•前年度又は当該年度において生活保護
を停止または廃止された方
•市町村民税の課税を受けていない方
•児童扶養手当を受給している方
•世帯収入が南風原町の基準額未満の方

※その他特別な事情に
より支援が必要な場
合は教育総務課へお
問い合わせください。

　☎ 889-2620

【認 定】 【廃 止】
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補正予算
全会一致で
可決

認定廃止
全会一致で
可決

　
国
道
58
号
線
に
て
米
軍
公
用
車
と

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
し
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
し
て
い
た
那
覇
市
の
会
社

員
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

米
軍
公
用
車
を
運
転
し
て
い
た
海
兵

隊
員
は
飲
酒
運
転
で
あ
っ
た
。
米
軍

人
・
軍
属
に
よ
る
事
件
事
故
の
再
発

防
止
の
徹
底
を
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
今
回
の
事
故
に
厳
重
に
抗
議
す

る
。

１
．
被
害
者
遺
族
へ
の
謝
罪
及
び
完

全
な
補
償
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

２
．
在
沖
米
海
兵
隊
の
早
期
の
国
外
、

県
外
へ
の
移
転
を
行
う
こ
と
。

３
．
在
沖
米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
凶

悪
犯
罪
等
に
対
し
、
司
令
官
及
び

上
司
の
更
迭
を
図
る
こ
と
。

４
．
沖
縄
県
・
日
本
政
府
・
米
国
政

府
の
三
者
に
よ
る
特
別
対
策
協
議

会
を
設
置
し
て
、
事
件
・
事
故
の

再
発
防
止
を
図
る
こ
と
。

５
．
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見

直
す
こ
と
。

提
出
者
　
宮
城
寛
諄

あ
て
先
　
内
閣
総
理
大
臣
　
他

在
沖
海
兵
隊
員
に

よ
る
飲
酒
運
転
死

亡
事
故
に
関
す
る

意
見
書
・
決
議

意見書決議
全会一致で
可決

浸
水
対
策
事
業
の
通
信
線
等

の
移
設
に
係
る
補
償
の
補
助

金
返
還
５
５
６
万
円

町
道
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て


